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目的・目標の達成度 A

市民への効果 B

共働の相乗効果 B

A

共働により1年でマップを作り上げ，検証まで行えたことが高く評
価できます。

お互いの納得を得る時間を十分にとる「共働のプロセス」や，関
係者から意見を聞くなど，「成果検証」もよくできています。

今後はマップの活用・展開方法について工夫してください。

共働の成果を活かしそれぞれが実施

○採点の基準
　Ａ：共働の取組、事業の成果が優れている
　Ｂ：共働の取組、事業の成果がやや優れている
　Ｃ：共働の取組、事業の成果ともにどちらでもない
　Ｄ：共働の取組、事業の成果ともに努力が必要である
　Ｅ：共働の取組、事業の成果ともに不十分で、一層の努力が必要である
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